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1 まえがき
直交周波数多重接続 (OFDMA)の周波数利用効率を

向上させることを目的とする非直交多元接続 (NOMA)
が検討されている.NOMAには電力分割型方式 [1]があ
る.この方式では、ユーザ毎に送信電力を調整し、受信
側で信号の大きいユーザから復調する. その後、復調信
号を再変調し、受信信号から除去することにより, 信号
の小さなユーザを復調する逐次除去型データ復調法を利
用している.逐次除去型データ復調をマルチステージ化
することにより、性能改善することが期待できる.
本稿では、拡張プライム符号を用いる電力分割型多元

接続において、逐次除去型データ復調のマルチステージ
化を検討する.

2 MPSCによる周波数割り当てを用いた電力分割型
非直交多元接続
同一サブキャリア群を利用するユーザ間で、誤り率

性能の劣化を防ぐために拡張プライム符号 (MPSC)[2]
による周波数割り当てを用いる. 図 1 に MPSC によ
る周波数割り当てを示す.MPSC は、P 個のグループ
(G1, G2, · · · , GP )を持ち、互いに一定の相互相関値を有
する.MPSCでは同じグループ内の符号は直交し、異な
るグループの符号と相互相関は必ず1となる.そのため、
MPSCを用いて周波数割り当てを行うことで、他ユー
ザからの干渉が 1サブキャリアのみとなり性能改善がで
きる. 図 2 にマルチステージ化した逐次除去型データ
復調の例を示す.G1、G2、G3の送信振幅をそれぞれα,
β,γ(α > β > γ)とする.G1は受信信号から復調する.次
に、復調されたG1 を再変調して受信信号から除去し、
G2を復調する.G1とG2のデータを再変調した信号を受
信信号から除去し、G3を復調する.この復調過程を繰り
返すことによりマルチステージ化する. 次ステージでの
G1 の復調は受信信号から前ステージで獲得したG2,G3
の再変調信号を減算した信号を利用する.
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図 1: MPSC による周波数割り当て

3 性能解析
図 3に U1と U4を同時に送信した場合の信号対雑音

電力比 (SNR)に対するビット誤り率 (BER)を示す.た
だし、U1とU4の振幅比を (α/β) = 2.0とし、白色ガウ
ス雑音チャネルモデルを用いている.誤り率は 2nd Stage
で最も改善でき、3rd Stageでは 2nd Stageと同じ誤り
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図 2: U1,U4,U7 をマルチステージ化した逐次除去型データ復調の例

率を取ることがわかった.マルチステージ化することに
より誤り率性能が改善できることがわかった.
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図 3: SNR 対 BER

4 むすび
本稿では拡張プライム符号を用いる電力分割型比直交

多元接続において、複数回の逐次除去型データ復調法を
用いる方式を提案し、性能評価を行った.シミュレーショ
ンにより提案方式の有効性を確認した.
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